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絶
好
の
ま
つ
り
日
和
と
な
っ
た
８
月
１６
日
、�

中
央
公
園
に
お
い
て
「
第
１
回
七
戸
町
み
よ
こ

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
家

族
連
れ
が
来
場
し
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。�

　
ま
つ
り
は
威
勢
の
い
い
「
み
よ
こ
太
鼓
」
の

演
奏
で
ス
タ
ー
ト
。
開
会
式
で
は
、
み
よ
こ
ま

つ
り
実
行
委
員
会
の
小
又
助
役
が
開
会
を
宣
言

し
、
福
士
町
長
が
「
ま
つ
り
を
通
し
た
地
域
の

活
性
化
を
目
的
に
、
全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
下
さ
い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。�

　
会
場
で
は
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
各
種

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
長
蛇
の

列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
み
よ
こ
ば
ん

ば
レ
ー
ス
」
で
は
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
観�
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客
の
大
き
な
声
援
の
後
押
し
を
受
け
、
参
加
者

は
力
の
限
り
そ
り
を
引
き
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

ま
し
た
。�

　
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど
も
に
人
気
の
魔

法
戦
隊
マ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
町
内
の
踊�

り
や
歌
自
慢
に
よ
る
芸
能
発
表
、
連
合
婦
人
会

の
流
し
踊
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
香
西

か
お
り
、近
江
綾
、
広
畑
あ
つ
み
の
歌
謡
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
、
美
し
い
歌
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に

響
き
渡
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
「
て
ん
ま
夢
創
会
」
（
附
田
文
哉
会

長
）
に
よ
る
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
が
迫
真
の

踊
り
で
披
露
さ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。�

　
ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
約
３
千
８００
発
の
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
を
焦
が
す
大
輪
の
華

が
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。�

熱
い
夏

熱
い
夏  

み
よ
こ
の
夏

み
よ
こ
の
夏�
熱
い
夏

熱
い
夏  

み
よ
こ
の
夏

み
よ
こ
の
夏�
熱
い
夏  

み
よ
こ
の
夏�

第
１
回
七
戸
町
み
よ
こ
ま
つ
り�

しく、勇壮な演奏を披露したしく、勇壮な演奏を披露した
「みよこ太鼓」⑤体力勝負の「みよこ太鼓」⑤体力勝負の
名物「ばんばレース」⑥よさ名物「ばんばレース」⑥よさ
こいソーランの「てんま夢創こいソーランの「てんま夢創
会」⑦多くの人で賑わった「ス会」⑦多くの人で賑わった「ス
トラックアウト」⑧夜空に咲トラックアウト」⑧夜空に咲
いた大花火いた大花火

しく、勇壮な演奏を披露した
「みよこ太鼓」⑤体力勝負の
名物「ばんばレース」⑥よさ
こいソーランの「てんま夢創
会」⑦多くの人で賑わった「ス
トラックアウト」⑧夜空に咲
いた大花火



①芸能ショーには、香西かお①芸能ショーには、香西かお
り、近江　綾、広畑あつみらり、近江　綾、広畑あつみら
が熱唱し、観客を魅了した。が熱唱し、観客を魅了した。
②悪者をやっつけるマジレン②悪者をやっつけるマジレン
ジャーに子ども達が熱い声援ジャーに子ども達が熱い声援
をおくった。③小さな子どもをおくった。③小さな子ども
でも遊べるゴーカート。④激でも遊べるゴーカート。④激

①芸能ショーには、香西かお
り、近江　綾、広畑あつみら
が熱唱し、観客を魅了した。
②悪者をやっつけるマジレン
ジャーに子ども達が熱い声援
をおくった。③小さな子ども
でも遊べるゴーカート。④激

香西かおり香西かおり� 近江　　綾近江　　綾�

広瀬あつみ広瀬あつみ�

香西かおり� 近江　　綾�

広瀬あつみ�
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暮
ら
し
を
支
え
る
デ
ー
タ

暮
ら
し
を
支
え
る
デ
ー
タ�

�

　
国
勢
調
査
は
、
単
に
人
口
を

　
国
勢
調
査
は
、
単
に
人
口
を

調
べ
る
た
め
に
だ
け
行
わ
れ
る

調
べ
る
た
め
に
だ
け
行
わ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
な
ど
に
生
か
さ
れ
る
貴
重

く
り
な
ど
に
生
か
さ
れ
る
貴
重

な
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
調

な
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。
調

査
す
る
内
容
は
、
世
帯
全
員
の

査
す
る
内
容
は
、
世
帯
全
員
の

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
職

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
職

業
状
態
、
住
居
の
種
類
な
ど
、

業
状
態
、
住
居
の
種
類
な
ど
、

全
部
で
十
七
項
目
で
す
。

全
部
で
十
七
項
目
で
す
。�

　
い
ま
日
本
は
少
子
化
や
高
齢

　
い
ま
日
本
は
少
子
化
や
高
齢

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
少
子
・
高
齢
社
会

こ
れ
か
ら
の
少
子
・
高
齢
社
会

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
住
宅
、

福
祉
、
交
通
、
雇
用
な
ど
、
さ

福
祉
、
交
通
、
雇
用
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
対
策
が
必

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
対
策
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
調
査
の
結
果

要
に
な
り
ま
す
。
調
査
の
結
果

は
、
わ
た
し
た
ち
の
将
来
の
生

は
、
わ
た
し
た
ち
の
将
来
の
生

活
基
盤
を
支
え
る
デ
ー
タ
に
な

活
基
盤
を
支
え
る
デ
ー
タ
に
な

る
の
で
す
。

る
の
で
す
。�

　
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
未
来
の

　
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
未
来
の

姿
を
描
く
た
め
に
、
あ
な
た
の

姿
を
描
く
た
め
に
、
あ
な
た
の�

”い
ま
い
ま
“
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。�
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調
査
内
容
は
守
ら
れ
ま
す

調
査
内
容
は
守
ら
れ
ま
す�

�

　
九
月
下
旬
に
調
査
員
が
各
世

　
九
月
下
旬
に
調
査
員
が
各
世

帯
に
お
う
か
が
い
し
、
調
査
票

帯
に
お
う
か
が
い
し
、
調
査
票

を
配
り
ま
す
。
調
査
票
が
届
い

を
配
り
ま
す
。
調
査
票
が
届
い

た
ら
、
「
調
査
票
の
記
入
の
し

た
ら
、
「
調
査
票
の
記
入
の
し

か
た
」
を
よ
く
読
ん
で
、
住
ん

か
た
」
を
よ
く
読
ん
で
、
住
ん

で
い
る
人
に
つ
い
て
も
れ
な
く

で
い
る
人
に
つ
い
て
も
れ
な
く

記
入
し
て
下
さ
い
。

記
入
し
て
下
さ
い
。�

　
調
査
票
は
、
マ
ー
ク
・
数
字

　
調
査
票
は
、
マ
ー
ク
・
数
字

記
入
方
式
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す
。
該
当
す
る
項

記
入
方
式
で
す
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該
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目
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目
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鉛
筆
で
塗
り
つ
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を
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ぶ
し
た
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数
字
を
記
入
し
た
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数
字
を
記
入
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た

り
し
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回
答
し
ま
す
。
記
入
さ

り
し
て
回
答
し
ま
す
。
記
入
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れ
た
内
容
は
、
法
律
に
よ
っ
て

れ
た
内
容
は
、
法
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に
よ
っ
て

厳
密
に
守
ら
れ
ま
す
。
外
部
に

厳
密
に
守
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れ
ま
す
。
外
部
に

も
れ
た
り
統
計
を
作
成
す
る
以

も
れ
た
り
統
計
を
作
成
す
る
以

外
の
目
的
に
使
わ
れ
た
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す
る

外
の
目
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使
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れ
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す
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こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
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こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
調
査
票
は
、
十
月
上
旬
に
調

　
調
査
票
は
、
十
月
上
旬
に
調

査
員
が
受
け
取
り
に
う
か
が
い

査
員
が
受
け
取
り
に
う
か
が
い

ま
す
。
記
入
に
関
し
て
不
明
な

ま
す
。
記
入
に
関
し
て
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
調
査
員
に
遠
慮

点
が
あ
れ
ば
、
調
査
員
に
遠
慮

な
く
お
尋
ね
下
さ
い
。

な
く
お
尋
ね
下
さ
い
。�
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て
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た
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容
は
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に
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て
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に
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す
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に

も
れ
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り
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を
作
成
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る
以
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目
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に
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る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
調
査
票
は
、
十
月
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旬
に
調

査
員
が
受
け
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り
に
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か
が
い

ま
す
。
記
入
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て
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点
が
あ
れ
ば
、
調
査
員
に
遠
慮

な
く
お
尋
ね
下
さ
い
。�

調査票には、わたしたちの�
大切な未来がつまっています。�

-10月1日、国勢調査が行われます-

１０
月１
日、国

勢調査が行われます。

国
勢
調
査
は
、
五
年
に
一
度
、
日
本
に
住
ん
で
い
る�

す
べ
て
の
人
を
対
象
に
行
わ
れ
る�

大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。�

あ
な
た
の
調
査
票
が
、
暮
ら
し
や
す
い�

未
来
の
姿
を
描
く
の
で
す
。�調査のスケジュール�

調査票の配布［９月23日から］�
　　 ▼�
調査票の記入［10月１日現在で］�
　　 ▼�
調査票の回収［10月10日まで］�
　　 ▼�
　集　　計�
　　 ▼�
結果公表（速報）［12月下旬～］�
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Ｑ　答えなければいけないのですか？Ｑ　答えなければいけないのですか？�

Ａ　調査票が提出されなかったり、正しい申告がされなかＡ　調査票が提出されなかったり、正しい申告がされなかっ

　　たりすると誤った統計になってしまうため、「統計法　　たりすると誤った統計になってしまうため、「統計法」

　　という法律で申告義務や義務違反に対する罰則規定を　　という法律で申告義務や義務違反に対する罰則規定を定

　　めています。国勢調査に参加することは、わたしたち　　めています。国勢調査に参加することは、わたしたちの

　　義務の一つなのです。　　義務の一つなのです。�

�

Ｑ　どのようなことを調査するのですか？Ｑ　どのようなことを調査するのですか？�

Ａ　１０月１日現在で、あなたの世帯にすでに３ヶ月以上Ａ　１０月１日現在で、あなたの世帯にすでに３ヶ月以上住

　　んでいる人、まだ３ヶ月にならないが３ヶ月以上にわ　　んでいる人、まだ３ヶ月にならないが３ヶ月以上にわたったっ

　　て住むことになっている人全員の、「氏名及び男女の　　て住むことになっている人全員の、「氏名及び男女の別」別」

　　「世帯主との続き柄」「出生の年月」「配偶者の有無　　「世帯主との続き柄」「出生の年月」「配偶者の有無」

　　「国籍」　　「国籍」「世帯員の数」「世帯員の数」「住居の種類」「住居の種類」「住宅の建て方」「住宅の建て方」

　　「住宅の床面積の合計（延べ面積）　　「住宅の床面積の合計（延べ面積）」「９月２４日から」「９月２４日から

　　３０日までの１週間に仕事をしたか」「１週間に仕事　　３０日までの１週間に仕事をしたか」「１週間に仕事を

　　した時間」　　した時間」「従業地又は通学地までの利用交通手段」「従業地又は通学地までの利用交通手段」「勤「勤

　　めか自営かの別」「勤め先・業主などの名称及び事業　　めか自営かの別」「勤め先・業主などの名称及び事業の

　　内容」「本人の仕事の内容」を調査します。　　内容」「本人の仕事の内容」を調査します。�

�

Ｑ　旅行、出稼ぎ、出張などで一時的に不在の人はどこでＱ　旅行、出稼ぎ、出張などで一時的に不在の人はどこで調

　　査するのですか？　　査するのですか？�

Ａ　自宅を不在にする期間が３ヶ月未満のときは自宅、３Ａ　自宅を不在にする期間が３ヶ月未満のときは自宅、３ヶ

　　月以上にわたるときは旅行先、出稼ぎ、出張先で調査　　月以上にわたるときは旅行先、出稼ぎ、出張先で調査し

　　ます。　　ます。�

�

Ｑ　病院、療養所などに入院している人はどこで調査するＱ　病院、療養所などに入院している人はどこで調査するの

　　ですか？　　ですか？�

Ａ　すでに３ヶ月以上入院している人は、入院先の病院・Ａ　すでに３ヶ月以上入院している人は、入院先の病院・療

　　養所、入院してから３ヶ月にならない人は自宅で調査　　養所、入院してから３ヶ月にならない人は自宅で調査し

　　ます。　　ます。�

�

Ｑ　住み込みで働いている単身者の世帯はどうなるのか？Ｑ　住み込みで働いている単身者の世帯はどうなるのか？�

Ａ　雇用主の世帯に含めます。Ａ　雇用主の世帯に含めます。�

�

Ｑ　アパートなどの場合の世帯はどうなるのか？Ｑ　アパートなどの場合の世帯はどうなるのか？�

Ａ　各部屋ごとに１つの世帯となります。但し、友人と共Ａ　各部屋ごとに１つの世帯となります。但し、友人と共同

　　で１つの部屋に住んでいる場合は一人一人を一つの世　　で１つの部屋に住んでいる場合は一人一人を一つの世帯

　　とします。　　とします。�

�

Ｑ　個人情報保護法が施行されたのだから、個人情報を調Ｑ　個人情報保護法が施行されたのだから、個人情報を調べ

　　る国勢調査には協力したくないのですが？　　る国勢調査には協力したくないのですが？�

Ａ　国勢調査は、統計法等の法令に基づいて行われるものＡ　国勢調査は、統計法等の法令に基づいて行われるもので

　　あって、申告の義務があります。　　あって、申告の義務があります。�

　　統計法では、調査に従事する人（国・地方公共団体の　　統計法では、調査に従事する人（国・地方公共団体の職

　　員、指導員、調査員）には、調査上知り得た秘密に属　　員、指導員、調査員）には、調査上知り得た秘密に属す

　　る事項を他に漏らしてはならない守秘義務が課せられ　　る事項を他に漏らしてはならない守秘義務が課せられて

　　います。さらに、統計をつくる目的以外に調査票を使　　います。さらに、統計をつくる目的以外に調査票を使用

　　することは固く禁じられており、秘密の保護の徹底が　　することは固く禁じられており、秘密の保護の徹底が図

　　られています。　　られています。�

　　調査票は外部の人の目に触れないよう厳重に保管され　　調査票は外部の人の目に触れないよう厳重に保管され、

　　集計が完了した後は溶解処分されます。　　集計が完了した後は溶解処分されます。�

　　この調査で集められた個人情報は、前記のように統計　　この調査で集められた個人情報は、前記のように統計法

　　に基づいて適切な取扱い・管理が行われているため、　　に基づいて適切な取扱い・管理が行われているため、統

　　計法において、行政機関の保有する個人情報の保護に　　計法において、行政機関の保有する個人情報の保護に関

　　する法律（いわゆる「行政機関個人情報保護法」）は　　する法律（いわゆる「行政機関個人情報保護法」）は適

　　用されないこととされています。　　用されないこととされています。�

�

Ｑ　休学中の学生は、「在学中」としてよいか？Ｑ　休学中の学生は、「在学中」としてよいか？�

Ａ　「在学中」とします。Ａ　「在学中」とします。�

�

Ｑ　日々雇用されている人が、この１週間に少しも仕事をＱ　日々雇用されている人が、この１週間に少しも仕事をし

　　なかった場合は、「仕事を休んでいた」とするか？　　なかった場合は、「仕事を休んでいた」とするか？�

Ａ　「仕事を休んでいた」とはしません。仕事につくためＡ　「仕事を休んでいた」とはしません。仕事につくために

　　ハローワークに通って仕事を探し、いつでも仕事につ　　ハローワークに通って仕事を探し、いつでも仕事につく

　　ことができれば「仕事を探していた」こととなります　　ことができれば「仕事を探していた」こととなります。�

�

Ｑ　９月２４日から３０日までの間、学校が休みの場合はＱ　９月２４日から３０日までの間、学校が休みの場合は「通「通

　　学」とするか、「その他」とするか？　　学」とするか、「その他」とするか？�

Ａ　「通学」とします。Ａ　「通学」とします。�

�

Ｑ　日Ｑ　日々雇用されているひとの場合は、々雇用されているひとの場合は、どこを従業地とするかを従業地とするか？�

Ａ　この１週間、主に仕事をしていた現場事務所の所在地Ａ　この１週間、主に仕事をしていた現場事務所の所在地を

　　従業地とします。現場が一定していない場合は、現在　　従業地とします。現場が一定していない場合は、現在雇

　　われている事務所の所在地を従業地とします。　　われている事務所の所在地を従業地とします。�

�

Ｑ　法人組織（株式・有限・合資・合名）になっている商Ｑ　法人組織（株式・有限・合資・合名）になっている商店

　　などの経営者は勤めか自営かの別はどのようになるか　　などの経営者は勤めか自営かの別はどのようになるか？�

Ａ　「会社などの役員」とします。Ａ　「会社などの役員」とします。�

�

Ｑ　勤め先Ｑ　勤め先・業主などの名称はどのように記入するのですか？業主などの名称はどのように記入するのですか？�

Ａ　できるだけ正式名称で書きます。例えば、勤め先は「Ａ　できるだけ正式名称で書きます。例えば、勤め先は「㈱
　　○○○組」「○○○　　○○○組」「○○○㈱○○支店」「○○支店」「㈲○○商店」「○○○○商店」「○○

　　○　　○㈱○○工場」、業主は「七戸太郎」や「山田三郎」の○○工場」、業主は「七戸太郎」や「山田三郎」の

　　ようにフルネームで書きます。　　ようにフルネームで書きます。�

�

Ｑ　事業の内容はどのように記入するのですか？Ｑ　事業の内容はどのように記入するのですか？�

Ａ　「農業」「建設業」「製造業」「機械製造」「自動車Ａ　「農業」「建設業」「製造業」「機械製造」「自動車部

　　品製造」「商業」「販売業」「飲食店」「運送業」の　　品製造」「商業」「販売業」「飲食店」「運送業」のよ

　　うにおおまかに書くのではなく、「米作」「養鶏」「　　うにおおまかに書くのではなく、「米作」「養鶏」「大

　　工工事」「電気配線工事」「菓子製造」「豆腐製造小　　工工事」「電気配線工事」「菓子製造」「豆腐製造小売」売」

　　「印刷機械製造」「自動車用エンジン製造」「自動車　　「印刷機械製造」「自動車用エンジン製造」「自動車用

　　ブレーキ製造」「婦人服小売」「野菜小売」「ファミ　　ブレーキ製造」「婦人服小売」「野菜小売」「ファミリーリー

　　レストラン」「喫茶店」「居酒屋」「宅配便業」「タ　　レストラン」「喫茶店」「居酒屋」「宅配便業」「タク

　　シー業」など事業の内容がわかるように記入して下さ　　シー業」など事業の内容がわかるように記入して下さい。い。�

�

Ｑ　本人の仕事の内容はどのように記入するのですか？Ｑ　本人の仕事の内容はどのように記入するのですか？�

Ａ　本人が実際にしている主な仕事の内容をくわしく記入Ａ　本人が実際にしている主な仕事の内容をくわしく記入し

　　ます。　　ます。例えば、「営業係」「バスの運転手」「貸出受付」例えば、「営業係」「バスの運転手」「貸出受付」

　　「清掃作業員」「教諭」「かまぼこの製造」「野菜の　　「清掃作業員」「教諭」「かまぼこの製造」「野菜の栽

　　培」「レジ係り」「建築工事の施工監理技術者」「ア　　培」「レジ係り」「建築工事の施工監理技術者」「アパーパー

　　トの管理」など。　　トの管理」など。�

�

　この他にも、調査票の書き方についてわからない場合は　この他にも、調査票の書き方についてわからない場合は、

調査員又は役場企画調整課までご連絡下さい。調査員又は役場企画調整課までご連絡下さい。�

�

国勢調査に関する問合せ先　企画調整課　国勢調査に関する問合せ先　企画調整課　☎ ◯6868 2940 2940（直通）（直通）�

　　　　　　　　　　　　E-mail:kikaku01@town.shichinohe.aomori.jpE-mail:kikaku01@town.shichinohe.aomori.jp
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�

�

Ｑ　答えなければいけないのですか？�

Ａ　調査票が提出されなかったり、正しい申告がされなかっ

　　たりすると誤った統計になってしまうため、「統計法」

　　という法律で申告義務や義務違反に対する罰則規定を定

　　めています。国勢調査に参加することは、わたしたちの

　　義務の一つなのです。�

�

Ｑ　どのようなことを調査するのですか？�

Ａ　１０月１日現在で、あなたの世帯にすでに３ヶ月以上住

　　んでいる人、まだ３ヶ月にならないが３ヶ月以上にわたっ

　　て住むことになっている人全員の、「氏名及び男女の別」

　　「世帯主との続き柄」「出生の年月」「配偶者の有無」

　　「国籍」「世帯員の数」「住居の種類」「住宅の建て方」

　　「住宅の床面積の合計（延べ面積）」「９月２４日から

　　３０日までの１週間に仕事をしたか」「１週間に仕事を

　　した時間」「従業地又は通学地までの利用交通手段」「勤

　　めか自営かの別」「勤め先・業主などの名称及び事業の

　　内容」「本人の仕事の内容」を調査します。�

�

Ｑ　旅行、出稼ぎ、出張などで一時的に不在の人はどこで調

　　査するのですか？�

Ａ　自宅を不在にする期間が３ヶ月未満のときは自宅、３ヶ

　　月以上にわたるときは旅行先、出稼ぎ、出張先で調査し

　　ます。�

�

Ｑ　病院、療養所などに入院している人はどこで調査するの

　　ですか？�

Ａ　すでに３ヶ月以上入院している人は、入院先の病院・療

　　養所、入院してから３ヶ月にならない人は自宅で調査し

　　ます。�

�

Ｑ　住み込みで働いている単身者の世帯はどうなるのか？�

Ａ　雇用主の世帯に含めます。�

�

Ｑ　アパートなどの場合の世帯はどうなるのか？�

Ａ　各部屋ごとに１つの世帯となります。但し、友人と共同

　　で１つの部屋に住んでいる場合は一人一人を一つの世帯

　　とします。�

�

Ｑ　個人情報保護法が施行されたのだから、個人情報を調べ

　　る国勢調査には協力したくないのですが？�

Ａ　国勢調査は、統計法等の法令に基づいて行われるもので

　　あって、申告の義務があります。�

　　統計法では、調査に従事する人（国・地方公共団体の職

　　員、指導員、調査員）には、調査上知り得た秘密に属す

　　る事項を他に漏らしてはならない守秘義務が課せられて

　　います。さらに、統計をつくる目的以外に調査票を使用

　　することは固く禁じられており、秘密の保護の徹底が図

　　られています。�

　　調査票は外部の人の目に触れないよう厳重に保管され、

　　集計が完了した後は溶解処分されます。�

　　この調査で集められた個人情報は、前記のように統計法

　　に基づいて適切な取扱い・管理が行われているため、統

　　計法において、行政機関の保有する個人情報の保護に関

　　する法律（いわゆる「行政機関個人情報保護法」）は適

　　用されないこととされています。�

�

Ｑ　休学中の学生は、「在学中」としてよいか？�

Ａ　「在学中」とします。�

�

Ｑ　日々雇用されている人が、この１週間に少しも仕事をし

　　なかった場合は、「仕事を休んでいた」とするか？�

Ａ　「仕事を休んでいた」とはしません。仕事につくために

　　ハローワークに通って仕事を探し、いつでも仕事につく

　　ことができれば「仕事を探していた」こととなります。�

�

Ｑ　９月２４日から３０日までの間、学校が休みの場合は「通

　　学」とするか、「その他」とするか？�

Ａ　「通学」とします。�

�

Ｑ　日々雇用されているひとの場合は、どこを従業地とするか？�

Ａ　この１週間、主に仕事をしていた現場事務所の所在地を

　　従業地とします。現場が一定していない場合は、現在雇

　　われている事務所の所在地を従業地とします。�

�

Ｑ　法人組織（株式・有限・合資・合名）になっている商店

　　などの経営者は勤めか自営かの別はどのようになるか？�

Ａ　「会社などの役員」とします。�

�

Ｑ　勤め先・業主などの名称はどのように記入するのですか？�

Ａ　できるだけ正式名称で書きます。例えば、勤め先は「㈱
　　○○○組」「○○○㈱○○支店」「㈲○○商店」「○○
　　○㈱○○工場」、業主は「七戸太郎」や「山田三郎」の
　　ようにフルネームで書きます。�

�

Ｑ　事業の内容はどのように記入するのですか？�

Ａ　「農業」「建設業」「製造業」「機械製造」「自動車部

　　品製造」「商業」「販売業」「飲食店」「運送業」のよ

　　うにおおまかに書くのではなく、「米作」「養鶏」「大

　　工工事」「電気配線工事」「菓子製造」「豆腐製造小売」

　　「印刷機械製造」「自動車用エンジン製造」「自動車用

　　ブレーキ製造」「婦人服小売」「野菜小売」「ファミリー

　　レストラン」「喫茶店」「居酒屋」「宅配便業」「タク

　　シー業」など事業の内容がわかるように記入して下さい。�

�

Ｑ　本人の仕事の内容はどのように記入するのですか？�

Ａ　本人が実際にしている主な仕事の内容をくわしく記入し

　　ます。例えば、「営業係」「バスの運転手」「貸出受付」

　　「清掃作業員」「教諭」「かまぼこの製造」「野菜の栽

　　培」「レジ係り」「建築工事の施工監理技術者」「アパー

　　トの管理」など。�

�

　この他にも、調査票の書き方についてわからない場合は、

調査員又は役場企画調整課までご連絡下さい。�

�

国勢調査に関する問合せ先　企画調整課　☎ ◯68 2940（直通）�
　　　　　　E-mail:kikaku01@town.shichinohe.aomori.jp
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�

　道ノ上保育所年長組の子ども達約50名が7月21日、

役場庁舎前の畑でブルーベリー摘みをしました。�

　子ども達は、青色に熟したブルーベリーをみつけて

は「おいしいね！」と言いながら食べたり、「これ、

大きいよ！」と言って友達と見せ合ったりしながら楽

しんでいました。�

　又、持ち帰りブルーベリーをジャムにして、おやつ

の時間にヨーグルトに入れて食べ大喜びしました。ブルー

ベリー摘みをするのは皆初めてで、迎えに来た保護者

に嬉しそうに話していました。�

�

�

�

　夏の交通安全県民運動が7月21日から7月31日まで行

われ、七戸警察署員をはじめ、町交通安全協会、交通

指導隊、女性ドライバークラブ、交通安全母の会、老

人クラブ連合会が、啓発活動を行いました。�

◎街頭啓発活動�

　南公民館前交差点、役場本庁付近国道4号において、

運転者を対象にチラシ・マスコット等を配り、シート

ベルト着用を延べ300名に呼びかけました。�

◎フラワー作戦�

　町公共機関、学校、医療機関、保育施設、金融機関

等において、標語入りの鉢植え花を35ヶ所に配り、「交

通安全にご協力をお願いします」と呼びかけました。�

◎みちのく有料道路運転者の街頭活動�

　みちのく有料道路沿線において、みちのく有料道路�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

で多発している交通事故撲滅を願い、女性ドライバー

クラブ会員が、運転者延べ130名ひとりひとりに交

通事故防止を呼びかけました。�

　町内では死亡事故が度々発生しています。運転者

も歩行者も交通安全を心がけて、死亡事故ゼロを目

指しましょう。�

�

�

�

　女性フォーラム七戸（蛯名桂子委員長）では、7月30

日、南公民館において男女共同参画について理解を深

めようと「男女共同参画ってな～に？」というテーマで、

NPO法人・青森県男女共同参画研究所　山谷文子副理

事長、須藤千和子理事を講師に迎え公開学習会を開催

しました。�

　学習会には町民20名が参加し男女共同参画に関する

意識調査や現状、政策決定の場である国会議員や管理

職に占める女性の割合、先進国における女性の労働力

と合計特殊出生率（一人の女性が生涯に産む子供の数）

の関係等、自分達が暮らし易い社会を作るにはどうした�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

らいいのかという取り組みが男女共同参画であるこ

と等を学習し、参加者からも様々な意見や感想が出

され男女共同参画について理解を深めました。�

女性フォーラム七戸女性フォーラム七戸�
公 開 学 習 会 開 催公 開 学 習 会 開 催 �
女性フォーラム七戸�
公 開 学 習 会 開 催 �
女性フォーラム七戸�
公 開 学 習 会 開 催 �

ブルーベリー摘みをしたよブルーベリー摘みをしたよ�ブルーベリー摘みをしたよ�ブルーベリー摘みをしたよ�

交通安全に努めましょう！交通安全に努めましょう！�交通安全に努めましょう！�交通安全に努めましょう！�
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　平成17年度七戸町天間林地区成人式が8月14日、中央公

民館で開催され、鮮やかな浴衣やスーツに身を包んだ参加者

が、成人としての自覚と決意を新たにしました。�

　式には昭和59年4月2日から昭和60年4月1日までに生まれ

た131名のうち80名が出席。�

　福士町長が「次代を担う皆さんが、大人としての自覚を持っ

て前進して下さい」と激励。�

　新成人を代表して高田尚哉さんが「地域発展のため社会人

としての責任と義務を果たしていく」と誓いの言葉を述べま

した。�

　式典後、鷹山宇一記念美術館、鷹山ひばり館長による「家

族の倖せ」と題しての記念講演に続き、新成人が昼食のテー

ブルを囲み談笑し、電話番号の交換や記念写真を撮りながら

懐かしい旧友との再会を喜び合いました。�

�

�

�

　七戸ライオンズスポーツ少年団（山下敏明団長）は7月31日、

七戸総合運動公園へ通じる道5コースの清掃活動を行いました。�

　同少年団は今年4月に結成。町内の小学生75名が、プロ野

球選手を目指し練習に励んでいます。�

　この日は、野球の技術向上以外にも、心身共に豊かな子ど

もになってほしいと親子で清掃活動を行いました。�

　午前8時30分に親子約60人が牧場コース、十役野コース、

柏葉町コース、宇道坂コース、和田・作田コースに分かれ、

道路脇に落ちている空き缶やたばこの吸い殻などを拾いなが

ら、運動公園を目指しました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　清掃活動終了後、親子でレクリエーションをして親睦

を深めました。�

七戸ライオンズスポーツ少年団七戸ライオンズスポーツ少年団（野球）（野球）�
親子で清掃活動親子で清掃活動�

七戸ライオンズスポーツ少年団（野球）�
親子で清掃活動�

七戸ライオンズスポーツ少年団（野球）�
親子で清掃活動�

�

�

�

　天間林地区戦没者追悼式が8月11日、中央公民館において

行われ、遺族や町関係者約100人が参列し、戦争で亡くなら

れた人の霊を慰め、哀悼の意を捧げました。�

　また、15日には七戸地区戦没者追悼式が柏葉館において

行われ、約130人が参列し、全員で黙とうを捧げた後、福士�

町長が「二度とあのような悲惨な戦

争が繰り返されないよう、世界平和

のために町民一丸となり努力してい

くことを、英霊諸氏の御霊に改めて

固く誓います」と追悼の言葉を述べ

ました。続いて、児童生徒を代表し

て七戸中学校の田村羊介君が「次の

世代を担う若者として、平和な世の中�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

を築いていくことを誓います」と恒久的な平和を誓いまし

た。その後、招待者や遺族らによる献花がしめやかに行われ、

正午には参列者全員で黙とうを捧げ冥福を祈りました。�

　午後6時からは南公民館において法要が行われ、遺族等

約70人が七戸川に灯ろうを流し、水面に揺れる光に手を

合わせ、先祖の霊を供養しました。�

平 和 へ の 誓 い 新 た に平 和 へ の 誓 い 新 た に �
天間林天間林・七戸地区戦没者追悼式七戸地区戦没者追悼式�
平 和 へ の 誓 い 新 た に �
天間林・七戸地区戦没者追悼式�
平 和 へ の 誓 い 新 た に �
天間林・七戸地区戦没者追悼式�

夢と希望、夢と希望、自覚と決意を胸に自覚と決意を胸に�夢と希望、自覚と決意を胸に�夢と希望、自覚と決意を胸に�
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月日�

9.14�
㈬�

9.15�
㈭�

9.16�
㈮�

9.20�
㈫�

9.22�
㈭�

9.27�
㈫�

9.28�
㈬�

月日�

9.13�
㈫�

9.20�
㈫

種 別 �

療 育 相 談 �

エイズ相談�

難 病 相 談 �

精 神 �
保 健 相 談 �

老 人 精 神 �
保 健 相 談 �

骨髄バンク�
受 付 日 �

エイズ相談�

種 別 �

精 神 �
保 健 相 談 �

女 性 �
健 康 相 談 �

受付時間�

  9:00～�
10:00�

13:00～�
14:00�

  9:30～�
15:00�

13:00～�
14:00�

13:00～�
14:00�

10:00～�
11:00�

13:00～�
14:00�

受付時間�

13:00～�
14:00�

10:00～�
10:30

対 象 等 �
�
発達が気にな
る児童�

一般の方�

難病患者・�
家族等�

精神・神経・�
飲酒等の相談�
�
認知症疑のあ
る老人・家族�

骨髄バンク�
登録希望者�

一般の方�
�

対 象 等 �
�
一般・認知症疑の
ある老人・家族�
�
思春期から更年
期に至る女性�

～保健センター健診日程表（9月分・会場：七戸保健センター）～�

※申込みをしていない方でも受診できますので、下記までご連絡下さい。�
≪申込み・問合せ先≫七戸保健センター　　　　　　　　　☎ ◯62 4414�
　　　　　　　　　　健康福祉課（天間林保健センター内）☎ ◯68 4631

実施日�

27日㈫�

28日㈬�

29日㈭�

30日㈮

健診区分��

複合�

複合�

複合�

複合�

�

�

婦人�

婦人�

対象�

男性�

女性�

女性�

女性�

複合健診�
（基本・肺・胃・大腸等）�

受付時間�

6:30～8:00

婦人検診�
（子宮・乳・骨）�

受付時間�

11:00～13:00

開始時間�

複合健診�
6:30～�

婦人検診�
13:30～�

健 診 項 目 �

基 本 健 診 �
肺 が ん 検 診 �
胃 が ん 検 診 �
大腸がん検診�
前立腺がん検診�
乳 が ん 検 診 �
子宮がん検診�
骨 密 度 検 診 �
肝炎ウイルス検診�

20～69歳の方�

無　料�
無　料�
700円�
300円�
1,000円�
300円�
700円�
200円�
700円�

40歳以上で町民税非課税世
帯の方及び70歳以上の方�
無　料�
無　料�
700円�
300円�
1,000円�
300円�
700円�
200円�
無　料�

生活保護世帯の方�
�
　役場の社会生活課又は支所
庶務課から「七戸町集団健診
無料受診証」を発行してもら
い、健診当日の受付時に提出
することにより受診料金が全
て無料となります。�
＊但し、無料受診証を提出し
　ない場合、料金を徴収いた
　しますので、ご注意下さい。�

※骨密度検診の対象は65歳以下の女性。�

問合せ先　七戸保健センター　☎ ◯62 4414　天間林保健センター　☎ ◯68 4631
������

守
ろ
う
！「
健
康
」�

�

健
診
で
生
活
習
慣
病
の�

芽
を
つ
み
と
る�

�

　
「
ど
こ
も
具
合
が
悪
く
な
い
か

ら｣

、
「
仕
事
の
こ
と
、
子
育
て

の
こ
と
な
ど
で
毎
日
忙
し
い
、
時

間
が
な
い
」な
ど
の
理
由
か
ら
「
健

診
は
受
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
も
の

な
の
か
？
」
と
考
え
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。�

　
生
活
習
慣
病
は
初
期
の
段
階
、�

つ
ま
り
そ
の
病
気
の
芽
が
出
始
め

る
頃
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。�

　
そ
こ
で
「
生
活
習
慣
病
の
芽
を

い
ち
早
く
見
つ
け
、
つ
み
と
っ
て

し
ま
う
た
め
の
手
段
」
と
し
て
健

診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？�

�

一
年
に
一
回
の�

定
期
健
診
を
！�

�

　
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
健
康
に
自
信
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
今
の
健
康
状
態
を
健

診
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
ご
自
身
の
健

康
を
守
る
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
の
で
す
。�

　
こ
の
機
会
に
是
非
、
ご
自
分
の

体
の
声
に
耳
を
傾
け
て
み
ま
せ
ん

か
？�

　
町
で
は
、
各
種
健
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
日
程
、
内
容
は
下
表

の
と
お
り
で
す
の
で
参
考
に
し
て

下
さ
い
。�

　
な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

�

※
健
診
受
診
料
金
は
、
左
表
を
ご

　
参
照
下
さ
い
。�

������������������������

�����������������������������������

�

◎
結
核
予
防
週
間�
�

９
月
２４
日
〜
３０
日�

�

結
核
の
予
防�

み
ん
な
の
意
識
改
革
か
ら�

�

今
で
も
結
核
っ
て
あ
る
の
？�

�

　
結
核
は
、
過
去
の
病
気
で
は
な

く
、
今
で
も
国
内
で
は
毎
年
約
三

万
人
以
上
の
患
者
が
発
生
し
、
二

千
人
近
い
人
が
命
を
落
と
し
て
い

る
わ
が
国
最
大
の
感
染
症
で
す
。�

現
在
は
、
医
療
や
生
活
水
準
の
向

上
に
よ
り
、
薬
を
飲
め
ば
完
治
で

き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
結
核
の
こ
と�

����������������

を
正
し
く
理
解
し
、
早
期
発
見
、�

早
期
治
療
で
結
核
か
ら
身
を
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。�

�

ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
？�

�

　
結
核
の
初
期
症
状
は
、
風
邪
と

よ
く
似
て
い
ま
す
。
咳
や
タ
ン
が

二
週
間
以
上
続
く
場
合
は
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

��

結
核
の
予
防
の
た
め
に�

�

　
健
診
を
受
け
る
こ
と
や
、
身
体

の
抵
抗
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。
日
頃
か
ら
十
分
な
睡

眠
と
食
事
、
適
度
な
運
動
な
ど
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り�
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り�
保
健
だ
よ
り�

上十三保健所健康相談等日程�
�
＊利用される方は、受け付け時間を厳守して
　下さい。また、なるべく事前に予約をして
　ご利用して下さい。�
�

場　　所　　上十三保健所（十和田庁舎）�

問合せ先　　☎ ◯23 ４２６１�

場　　所　　上十三保健所（三沢庁舎）�

問合せ先　　☎ ◯53 ３１０１�
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投
票
で
き
る
方�

�

◎
住
所
と
年
齢�

　
平
成
１７
年
５
月
２９
日
以
前
に
七

戸
町
に
転
入
の
届
出
を
し
た
方
、�

ま
た
は
住
民
登
録
が
さ
れ
て
い
る

方
で
、
昭
和
６０
年
９
月
１２
日
以
前

に
出
生
し
た
方
で
す
。�

��

投

票

の

方

法

�
�

◎
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
…�

���������������������

　
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を

　
自
書
す
る
方
法�

◎
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
…

　
投
票
用
紙
に
政
党
名
を
自
書
す

　
る
方
法�

◎
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
…
投
票
用
紙
に
各
裁
判
官
の
氏

　
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

　
や
め
さ
せ
た
い
裁
判
官
に
は
そ

　
の
氏
名
の
上
の
欄
に
×
印
を
、�

　
や
め
さ
せ
た
く
な
い
裁
判
官
に

　
は
何
も
書
か
な
い
で
投
票
し
て

　
下
さ
い
。�

�

�

期

日

前

投

票

�
�

　
期
日
前
投
票
は
、
投
票
日
当
日

に
職
務
も
し
く
は
業
務
等
（
出
稼

ぎ
や
出
張
）
に
従
事
す
る
方
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る
方
、�

投
票
区
内
に
い
な
い
方
や
指
定
病

院
等
（
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
）
に

入
院
し
て
い
る
方
が
、
投
票
日
の

前
日
ま
で
に
あ
ら
か
じ
め
投
票
で

き
る
制
度
で
す
。�

　
な
お
、
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等

に
入
院
、
入
所
し
て
い
る
方
は
、�

病
院
長
（
施
設
長
）
に
申
し
出
て

下
さ
い
。�

◎
期
日
　
８
月
３１
日
㈬
か
ら
９
月

　
　
　
　
１０
日
㈯
ま
で

　
　
　
　
　
但
し
、
最
高
裁
判
所

　
　
　
　
裁
判
官
国
民
審
査
は
、

　
　
　
　
９
月
４
日
㈰
か
ら
１０
日

　
　
　
　
㈯
ま
で
と
な
り
ま
す
の

　
　
　
　
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

◎
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

◎
場
所
　
役
場
本
庁

　
　
　
　
役
場
七
戸
庁
舎

��

在

宅

投

票

票
�

�

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
方

が
郵
便
に
よ
り
投
票
で
き
る
制
度

が
郵
便
（
在
宅
）
投
票
で
す
。
投

票
で
き
る
の
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
す
が
、
障
害

の
種
類
や
程
度
に
制
限
が
あ
る
ほ

か
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行

す
る
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
が
必

要
と
な
り
ま
す
。�

　
な
お
、
投
票
用
紙
の
請
求
期
限

は
選
挙
期
日
４
日
前（
９
月
７
日
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

��

投
票
所
入
場
券�

�

　
は
が
き
式
の
投
票
所
入
場
券
を

郵
送
し
ま
す
。
有
権
者
の
方
で
住

所
移
動
の
た
め
入
場
券
が
届
か
な

い
方
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
な
お
、�

入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
そ

の
旨
を
申
し
出
て
下
さ
い
。�

��

在
外
選
挙
制
度�

�

　
日
本
国
外
に
居
住
す
る
方
が
投

票
で
き
る
制
度
で
す
。
投
票
を
行

う
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
在
外

選
挙
人
名
簿
に
登
録
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
町
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。�

※
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
へ�

☎ 

◯６８ 

２
９
５
２�

�

　
衆
議
院
議
員
の
解
散
に
伴
う
総
選
挙
が
、
９
月
１１
日
（日）
に
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
同
時
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
行
わ
れ

ま
す
。�

�

◇
告

示

日
　
８
月
３０
日
（火）�

◇
投
票
日
時
　
９
月
１１
日
（日）�

　
　
　
　
　
　
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で�

９
月
１１
日
（日）
は�

�
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の�

　
　
　
　
投
票
日
で
す�

問合せ先　選挙管理委員会事務局　☎ ◯68 2952

政治
家は有権者に寄附を

贈らない！�

有権
者は政治家に寄附を

求めない！�
政治
家から

有権者への寄附は

受けとらない！�

みんなですすめよう「三ない運動」�

七戸町明るい選挙推進協議会・七戸町選挙管理委員会�



�����

　
９
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
（
旧
所
属
・

旧
職
名
）�

�

●
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
　
太
田

茂
（
総
務
課
長
）
●
介
護
支
援
課

長
　
甲
田
　
公
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
長
）
●
総
務
課
長
　
藤
谷
松

男
（
介
護
支
援
課
長
）
●
税
務
課

主
幹
　
鳥
谷
部
　
勉
（
水
道
課
主

幹
）
●
税
務
課
主
幹
　
三
上
義
也

（
新
幹
線
建
設
対
策
課
主
幹
）
●

生
涯
学
習
課
総
括
主
幹
　
船
水
弘

子
（
学
務
課
総
括
主
幹
）
●
総
務

課
主
査
　
中
原
さ
お
り
（
生
涯
学

習
課
主
査
）�

��������

石
綿
を
取
り
扱
う
作
業
に�

従
事
し
て
い
た
方
は
健
康�

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う�
�

　
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
多
発

し
て
お
り
、
今
後
も
増
加
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
次
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
作
業
に
従
事
し
て
い
た
方
は
、�

石
綿
肺
、
肺
ガ
ン
、
中
皮
腫
等
を

発
症
す
る
お
そ
れ
が
高
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
医
療
機

関
に
ご
相
談
の
上
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
等
に
よ
る
健
康
診
断
を

受
診
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。�

（
受
診
の
際
、
医
師
に
自
分
が
過

去
に
石
綿
に
係
わ
る
作
業
を
行
っ

て
い
た
旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。
）�

①
石
綿
鉱
山
又
は
そ
の
付
属
施
設

　
に
お
い
て
行
う
石
綿
を
含
有
す

　
る
鉱
石
又
は
岩
石
の
採
掘
、
搬

　
出
又
は
粉
砕
そ
の
他
石
綿
の
精

　
製
に
関
連
す
る
作
業�

②
倉
庫
内
な
ど
に
お
け
る
石
綿
原

　
料
等
の
袋
詰
め
又
は
、
運
搬
作

　
業�

③
次
に
あ
げ
る
石
綿
製
品
の
製
造

　
工
程
に
お
け
る
作
業�

・
石
綿
糸
、
石
綿
布
等
の
石
綿
紡

　
績
製
品�

・
石
綿
セ
メ
ン
ト
又
は
こ
れ
を
原

　
料
と
し
て
製
造
さ
れ
る
石
綿
ス

　
レ
ー
ト
、
石
綿
高
圧
管
、
石
綿

　
円
筒
等
の
セ
メ
ン
ト
製
品�

・
ボ
イ
ラ
ー
の
被
覆
、
船
舶
用
隔

　
壁
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
内
燃
機
関
の

　
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ー
リ
ン
グ
、
ガ

　
ス
ケ
ッ
ト（
パ
ッ
キ
ン
グ
）等
に

　
用
い
ら
れ
る
耐
熱
性
石
綿
製
品�

・
自
動
車
、
捲
揚
機
等
の
ブ
レ
ー

　
キ
ラ
イ
ニ
ン
グ
等
の
耐
摩
耗
性

　
石
綿
製
品�

・
電
気
絶
縁
性
、
保
温
性
、
耐
酸

　
性
等
の
性
質
を
有
す
る
石
綿
紙
、

　
石
綿
フ
ェ
ル
ト
等
の
石
綿
製
品

　（
電
線
絶
縁
紙
、保
温
材
、
耐
酸

　
建
材
等
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。）

　
ま
た
は
、
電
解
隔
膜
、
タ
イ
ル
、

　
プ
ラ
ス
タ
ー
な
ど
充
填
剤
、
塗

　
料
等
の
石
綿
を
含
有
す
る
製
品�

④
石
綿
の
吹
付
け
作
業�

⑤
耐
熱
性
の
石
綿
製
品
を
用
い
て

　
行
う
断
熱
若
し
く
は
保
温
の
た

　
め
の
被
覆
又
は
、
そ
の
補
修
作

　
業�

⑥
石
綿
製
品
の
切
断
等
の
加
工
作

　
業�

⑦
石
綿
製
品
が
被
覆
剤
又
は
建
材

　
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
建
物
、

　
そ
の
付
属
施
設
等
の
補
修
又
は
、

　
解
体
作
業�

⑧
石
綿
製
品
が
用
い
ら
れ
て
い
る

　
船
舶
又
は
車
両
の
補
修
又
は
解

　
体
作
業�

⑨
石
綿
を
不
純
物
と
し
て
含
有
す

　
る
鉱
物
（
タ
ル
ク
（
滑
石
）
、�

　
バ
ー
ミ
ュ
ラ
イ
ト
（
蛭
石
）
、

　
繊
維
状
ブ
ル
サ
イ
ト（
水
滑
石
））

　
等
の
取
り
扱
い
作
業�

問
合
せ
先�

　
七
戸
保
健
セ
ン
タ
ー�
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健
康
福
祉
課
（
天
間
林
保
健
セ
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タ
ー
内
）�
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平
成
１７
年
度
盛
年
式（
七
戸

地
区
）
の
開
催
に
つ
い
て�

�

　
七
戸
地
区
で
は
、
７０
歳
到
達
者

並
び
に
顕
彰
者
を
招
待
し
、
「
盛

年
式
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
次

の
対
象
者
は
柏
葉
館
へ
お
集
ま
り

下
さ
い
。�

日
　
時
　
９
月
１５
日
㈭�

　
　
　
　
１１
時
か
ら�

場
　
所
　
柏
葉
館�

内
　
容
　
記
念
式
典
、
講
演
会
、�

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン�

対
象
者�

・
７０
歳
到
達
者
（
昭
和
９
年
１０
月

　
１
日
〜
昭
和
１０
年
９
月
３０
日
生
）�

・
１０１
歳
以
上
顕
彰
者
（
明
治
３７
年

　
３
月
３１
日
以
前
出
生
者
）�

・
９０
歳
顕
彰
（
大
正
３
年
１０
月
１

　
日
〜
大
正
４
年
９
月
３０
日
生
）�

・
８８
歳
到
達
者
夫
婦
顕
彰
者
（
夫

　
婦
の
一
方
が
大
正
６
年
４
月
１

　
日
〜
大
正
７
年
３
月
３１
日
ま
で

　
の
間
に
出
生
し
、
か
つ
、
と
も

　
に
満
８８
歳
以
上
と
な
る
夫
婦
）�

・
８８
歳
顕
彰
者
（
大
正
５
年
１０
月

　
１
日
〜
大
正
６
年
９
月
３０
日
生
）�

※
対
象
と
な
る
方
の
出
欠
の
確
認

　
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
変
更
の

　
あ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。�

問
合
せ
先
　
介
護
支
援
課�
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必
ず
受
け
よ
う
計
量
器�

　
　
（
は
か
り
）
の
検
査�

�

　
９
月
１３
日
か
ら
２２
日
ま
で
、
計

量
器
の
定
期
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
検
査
は
計
量
法
に
基
づ
き
、�

適
正
な
計
量
の
確
保
を
目
的
に
２

年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

商
取
引
な
ど
で
計
量
器
を
使
用
し

て
い
る
方
は
、
も
れ
な
く
検
査
を

受
け
て
下
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。�

★
９
月
１３
日
㈫�

　
１０
時
３０
分
か
ら
正
午
及
び
１３
時

　
か
ら
１４
時
３０
分
ま
で�

　
　
↓
と
う
ほ
く
天
間
農
業
協
同

　
　
　
組
合
坪
地
区
倉
庫�

★
９
月
１４
日
㈬�

　
１０
時
３０
分
か
ら
正
午
ま
で�

　
　
↓
と
う
ほ
く
天
間
農
業
協
同

　
　
　
組
合
坪
地
区
倉
庫�

　
１３
時
３０
分
か
ら
１４
時
３０
分
ま
で�

　
　
↓
榎
林
集
会
所�

★
９
月
１５
日
㈭�

　
１０
時
３０
分
か
ら
正
午
及
び
１３
時

　
か
ら
１４
時
３０
分
ま
で�

ご
案
内

ご
案
内�

ご
案
内

ご
案
内�

職
員
人
事
異
動

職
員
人
事
異
動�
職
員
人
事
異
動

職
員
人
事
異
動�

（10）�



　
　
　
↓
役
場
裏
車
庫�

★
９
月
１６
日
㈮�

　
１０
時
３０
分
か
ら
正
午
ま
で�

　
　
↓
役
場
裏
車
庫�

★
９
月
２０
日
㈫�

　
１０
時
３０
分
か
ら
１１
時
ま
で�

　
　
↓
荒
屋
平
精
米
所�

　
１１
時
３０
分
か
ら
正
午
ま
で�

　
　
↓
倉
岡
新
生
共
同
作
業
場�

　
１３
時
３０
分
か
ら
１４
時
ま
で�

　
　
↓
山
谷
栄
助
精
米
所�

★
９
月
２１
日
㈬
・
２２
日
㈭�

　
１０
時
３０
分
か
ら
正
午
及
び
１３
時

　
か
ら
１４
時
３０
分
ま
で�

　
　
↓
七
戸
庁
舎
車
庫�

問
合
せ
先
　
商
工
観
光
課�

☎ 
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便

利

な

口

座

振

替

を�

利

用

し

ま

し

ょ

う

�
�

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
受
け

取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ

た
り
支
給
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
ば
か
り
か
、
ケ
ガ
や
病
気
で
万

が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
時
に
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
口

座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
指
定
さ

れ
た
預
金
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的

に
保
険
料
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す

の
で
、
納
め
忘
れ
が
防
げ
便
利
で

す
。
忙
し
く
て
毎
月
金
融
機
関
の

窓
口
で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
難

し
い
方
は
、
便
利
な
口
座
振
替
制

度
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
い
る

期
間
な
ど
は
納
付
書
が
手
元
に
な

い
た
め
納
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
口
座
振
替
の
利
用

を
お
勧
め
し
ま
す
。
申
し
込
み
は

納
付
案
内
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る

「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納

付
申
出
書
」
に
住
所
・
氏
名
な
ど

の
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、�

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
口
座
を

お
持
ち
の
金
融
機
関
・
郵
便
局
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。
申
出
書
が
手

元
に
な
い
時
は
、
社
会
保
険
事
務

所
や
金
融
機
関
・
郵
便
局
に
通
帳�

・
印
鑑
・
納
付
書
を
持
参
し
て
も

手
続
き
が
で
き
ま
す
。
申
出
書
の

提
出
後
、
口
座
振
替
開
始
月
を
お

知
ら
せ
す
る
「
口
座
振
替
開
始
通

知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
で
口
座

振
替
開
始
を
希
望
す
る
月
が
あ
れ

ば
、
そ
の
月
の
２
ヶ
月
前
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、�

平
成
１７
年
４
月
か
ら
月
々
の
口
座

振
替
を
納
付
期
限
の
前
月
に
振
替

し
た
場
合
４０
円
割
引
さ
れ
ま
す
。�

こ
の
振
替
方
法
を
希
望
さ
れ
る
方

は
改
め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。�

（
例
）�

・
納
付
期
限
に
振
替
す
る
場
合�

　
９
月
分
の
保
険
料
の
振
替
月
は
、

　
１０
月�

・
納
付
期
限
の
前
月
に
振
替
す
る

　
場
合�

　
９
月
分
の
保
険
料
の
振
替
月
は
、

　
９
月�

　
将
来
の
た
め
、
そ
し
て
万
が
一

の
た
め
に
も
納
め
忘
れ
を
防
げ
る

口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。�

　
詳
し
く
は
国
民
年
金
担
当
窓
口

ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。�

�

９
月
の
国
民
年
金
保
険
料�

納
付
相
談
日�

１５
日
㈭
　
１１
時
〜
１５
時�

　
　
　
　
役
場
２
階
会
議
室�

２１
日
㈬
　
１１
時
〜
１５
時�

　
　
　
　
柏
葉
館�

�

移
動
年
金
相
談
日�

２８
日
㈬
　
１１
時
〜
１４
時
３０
分�

　
　
　
　
柏
葉
館�

問
合
せ
先�

　
町
民
課
国
民
年
金
係�
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支
所
庶
務
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乳

幼

児

医

療

費

助

成�
�

　
町
で
は
、
就
学
前
の
児
童
の
い

る
家
庭
に
対
し
て
、
乳
幼
児
医
療

費
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
助
成
対
象
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。�

☆
０
歳
〜
４
歳
未
満
の
児
童
は
入

　
院
、
通
院
に
係
る
一
部
負
担
金

　
（
保
険
負
担
分
）�

☆
４
歳
〜
就
学
前
の
児
童
は
入
院

　
に
係
る
一
部
負
担
金
（
保
険
負

　
担
分
。
但
し
、
一
日
に
つ
き
５００

　
円
を
控
除
し
た
額
）�

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
但
し

　
０
歳
児
の
保
護
者
は
、
所
得
制

　
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

※
県
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事
業

　
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
１７
年
１０

　
月
１
日
か
ら
入
院
時
の
食
事
療

　
養
費
標
準
負
担
額
が
、
助
成
の

　
対
象
外
に
な
り
ま
す
。�

問
合
せ
先
　
社
会
生
活
課�
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法

務

局

な

ん

で

も

�

相

談

所

開

設

�
�

　
１０
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の「
法

の
日
週
間
」
並
び
に
「
公
証
週
間
」

に
ち
な
み
、
「
法
務
局
な
ん
で
も

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。�

　
相
談
は
、
登
記
、
土
地
の
境
界
、

相
続
、
遺
言
、
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
セ
ク
ハ
ラ
、
子
ど
も
の
い
じ

め
や
虐
待
、
そ
の
他
困
っ
て
い
る

問
題
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。�

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。�

日
　
　
時
　
１０
月
１
日
㈯�

　
　
　
　
　
９
時
〜
１５
時�

場
　
　
所
　
青
森
地
方
法
務
局
十

　
和
田
支
局
（
十
和
田
奥
入
瀬
合

　
同
庁
舎
１
階
共
用
会
議
室
）（
十

　
和
田
市
役
所
東
隣
・
国
の
合
同

　
庁
舎
）�

相
談
担
当
者
　
法
務
局
職
員
、
人

　
権
擁
護
委
員
、
司
法
書
士
、
土

　
地
家
屋
調
査
士�

主
　
　
催
　
青
森
地
方
法
務
局
十

　
和
田
支
局
、
十
和
田
人
権
擁
護

　
委
員
協
議
会�

共
　
　
催
　
司
法
書
士
会
十
和
田

　
支
部
、
土
地
家
屋
調
査
士
会
十

　
和
田
支
部�

問
合
せ
先
　
青
森
地
方
法
務
局
十

　
和
田
支
局
総
務
課�

　
☎ 

◯２３ 

２
４
２
４�

���
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�

労

働

保

険

適

用

�

促

進

月

間

�
�

　
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
は
お

済
み
で
す
か
！�

　
１０
月
１
日
か
ら
１０
月
３１
日
は
、�

労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す
。�

　
労
働
保
険
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
、
労
働
者
を
一

人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
す

べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

政
府
管
掌
保
険
で
す
。�

　
加
入
手
続
が
ま
だ
お
済
み
で
な

い
事
業
主
の
方
は
、
お
早
め
に
手

続
を
し
て
下
さ
い
。�

問
合
せ
先�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
へ
じ
適
用
係�

☎
０
１
７
５ 

◯６４ 

８
６
０
９�

���

犯

罪

被

害

者

等

支

援�

フ

ォ

ー

ラ

ム

開

催

�
�

　
県
被
害
者
対
策
連
絡
協
議
会
主

催
に
よ
る
「
犯
罪
被
害
者
支
援
フ�

ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
秋
田
看
護
福
祉
大
学
教
授
の
山

内
久
子
氏
を
講
師
に
招
き
、
犯
罪

被
害
者
遺
族
の
心
情
等
に
つ
い
て

講
演
を
行
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。�

　
開
催
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

弘
前
市
『
県
武
道
館
』�

　
１０
月
８
日
㈯�

　
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分�

青
森
市
『
ア
ピ
オ
あ
お
も
り
』�

　
１０
月
１５
日
㈯�

　
１３
時
〜
１５
時�

八
戸
市『
東
奥
は
ち
の
へ
ホ
ー
ル
』�

　
１０
月
２２
日
㈯�

　
１４
時
〜
１６
時�

※
入
場
料
及
び
駐
車
場
料
金
は
無

　
料
で
す
。�

問
合
せ
先
　
七
戸
警
察
署
総
務
課�

☎ 

◯６２ 

３
１
０
１�

���

全

国

一

斉

司

法

書

士�

無

料

法

律

相

談

�
�

日
時
　
１０
月
１
日
㈯�

　
　
　
　
１０
時
〜
１６
時�

場
所�

【
青
森
会
場
】�

　
県
司
法
書
士
会
館
　
青
森
市
長

島
３
丁
目
５
｜ 

１６�

【
八
戸
会
場
】�

　
八
戸
商
工
会
館
３
階
会
議
室�

　
八
戸
市
堀
端
町
２
｜
３�

【
五
所
川
原
会
場
】�

　
１０
時
〜
１５
時�

　
エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

　
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル�

　
五
所
川
原
市
唐
笠
柳
藤
巻
５１７ 

｜

　
１�

日
時
　
１０
月
２９
日
㈯�

　
　
　
　
１０
時
〜
１６
時�

場
所�

【
十
和
田
会
場
】�

　
十
和
田
市
中
央
公
民
館�

　
十
和
田
市
西
十
二
番
町
６
｜
１�

内
容
　
不
動
産
登
記
・
相
続
・
境

　
界
紛
争
・
民
事
調
停
事
件�

問
合
せ
先
　
県
司
法
書
士
会�

　
〒
０
３
０
｜
０
８
６
１�

　
青
森
市
長
島
３
丁
目
５
｜ 

１６�

☎
０
１
７
｜
７
７
６
｜
８
３
９
８�

���

表

示

登

記

�

無

料

相

談

会

開

催

�
�

　
「
土
地
家
屋
調
査
士
」
は
、
表

示
登
記
・
筆
界
特
定
手
続
の
専
門

家
で
す
。
あ
な
た
に
か
わ
っ
て
登

記
及
び
筆
界
特
定
手
続
を
代
行
い

た
し
ま
す
。
土
地
の
境
界
問
題
で

お
困
り
の
方
、
そ
の
他
の
建
物
や

土
地
の
表
示
登
記
・
筆
界
特
定
手

続
な
ど
に
関
し
て
ご
相
談
承
り
ま

す
。�

　
な
お
、
当
日
は
電
話
に
よ
る
無

料
相
談
も
行
い
ま
す
。�

日
　
　
時
　
１１
月
６
日
㈰�

　
　
　
　
　
１０
時
〜
１５
時
３０
分�

会
　
　
場�

　
青
森
市「
ア
ウ
ガ
５
階
研
修
室
」�

　
弘
前
市「
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
」�

　
八
戸
市「
八
戸
市
福
祉
公
民
館
」�

問
合
せ
先�

　
県
土
地
家
屋
調
査
士
会�

☎
０
１
７
｜
７
２
２
｜
３
１
７
８�

���

地

方

税

の

�

電

子

申

告

に

つ

い

て�
�

　
県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
地
方
税
の
電
子
申
告
シ
ス
テ

ム
（e

L
T
A
X
:

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

を
利
用
し
た
県
税
の
電
子
申
告
を

開
始
し
ま
す
。
（
従
来
の
県
税
事

務
所
へ
の
申
告
書
の
持
参
・
郵
送

も
引
き
続
き
で
き
ま
す
）�

利
用
で
き
る
手
続
き�

　
法
人
県
民
税
及
び
法
人
事
業
税

　
の
申
告
手
続
き�

利
用
で
き
る
方�

　
納
税
者
（
法
人
）
及
び
代
理
人

　
（
税
理
士
な
ど
）�

利
用
開
始
時
期�

　
平
成
１８
年
１
月
よ
り�

電
子
申
告
の
流
れ�

　
①eL

T
A
X

へ
の
利
用
の
届
出（
事

　
前
に
電
子
証
明
書
が
必
要
で
す
）

　
②e

L
T
A
X

か
ら
提
供
さ
れ
る

　
利
用
者
Ｉ
Ｄ
及
び
暗
証
番
号
を

　
入
力
し
、
電
子
申
告
に
必
要
な

　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
③
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
、

　
全
国
セ
ン
タ
ー
（
ポ
ー
タ
ル
セ

　
ン
タ
ー
）
へ
電
子
申
告
（
後
日
、

　
電
子
申
告
さ
れ
た
デ
ー
タ
が
県

　
税
事
務
所
に
送
ら
れ
ま
す
）�

eL
T
A
X

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　h
ttp
://w

w
w
.elta
x
.jp
�

問
合
せ
先
　
十
和
田
県
税
事
務
所�

☎ 

◯２２ 

８
１
１
１�

（
内
線
２
０
７
）�

���

違

い

ま

す

！

�

車

検

と

点

検

整

備

�
�

　
車
検
が
済
ん
だ
か
ら
と
安
心
せ

ず
に
、
日
頃
か
ら
点
検
を
心
が
け
、

点
検
整
備
は
き
ち
ん
と
行
い
ま
し�

ょ
う
。�

　
自
動
車
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

非
常
に
大
き
な
か
か
わ
り
を
も
ち
、

今
や
必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
交
通

事
故
の
増
加
や
自
動
車
に
よ
る
公

害
と
い
っ
た
様
々
な
社
会
問
題
も

発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
平
成
７
年
７
月
及
び
平

成
１０
年
１１
月
に
施
行
さ
れ
た
道
路

運
送
車
両
法
の
改
正
に
よ
り
、
自

動
車
の
保
守
管
理
責
任
は
使
用
者

に
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
、
自

動
車
の
適
正
な
保
守
管
理
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
土

交
通
省
で
は
、
自
動
車
の
保
守
管

理
の
徹
底
を
一
層
強
力
に
推
進
す

る
た
め
、
平
成
１６
年
１０
月
１
日
か

ら
１０
月
３１
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
を

強
化
月
間
と
し
て
「
自
動
車
点
検�
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整
備
推
進
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
自
動

車
の
点
検
整
備
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
自
動
車
の
健

康
管
理
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ

う
。�

問
合
せ
先
　
東
北
運
輸
局
自
動
車

　
技
術
安
全
部�

☎
０
２
２
｜
２
９
９
｜
８
８
５
５�

（
検
査
整
備
１
１
０
番
）�

　
青
森
運
輸
支
局�

☎
０
１
７
｜
７
３
９
｜
１
５
０
６�

（
整
備
課
）�

��������

パ

ソ

コ

ン

講

習

�

Ｗ

ｏ

ｒ

ｄ

初

級

編

�
�

主
　
　
催
　
公
立
上
北
視
聴
覚
ラ

　
イ
ブ
ラ
リ
ー�

内
　
　
容
　W

o
rd

の
基
本
操
作
、

　
書
式
設
定
、
表
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ�

　
ク
を
使
っ
た
文
書
作
成
等�

対
　
　
象
　
中
学
生
・
高
校
生
・

　
一
般
成
人
の
方�

定
　
　
員
　
２０
名
（
定
員
と
な
り

　
次
第
締
切
り
と
し
ま
す
）�

会
　
　
場
　
公
立
小
川
原
湖
青
年

　
の
家
　
第
３
研
修
室�

募
　
集

募
　
集�

募
　
集

募
　
集�

『七戸町長期総合計画』策定�

まちづくり委員を募集します�
�

　町では、合併にあたって策定された「新町建設計画」に基づき、今後の町政運営の総合的な指

針となる『七戸町長期総合計画』を策定します。�

　この計画の策定にあたり、町の課題等について意見交換するとともに、町民の声を広く反映さ

せるため、下記要領のとおりまちづくり委員を募集します。�

　新しいまちづくりのため、建設的なご意見、アイディアをお持ちの方、ふるってご応募下さい。�

１．対 象 者�

　　七戸町に住所を有している方ならどなたでも結構

　です（年齢20歳以上）。�

２．募集人員�

　　30名程度（旧七戸地区15名、旧天間地区15名）�

３．応募方法�

　　規定の応募用紙に記入の上、郵送又は持参、FAX（68

　－2633）によりお願いします。�

　　※左記ハガキ以外にも、企画調整課及び七戸支所

　　　庶務課に応募用紙を準備していますのでご利用

　　　下さい。�

４．応 募 先�

　　企画調整課又は七戸支所庶務課�

５．応募締切�

　　平成17年９月22日㈭�
　　※持参・FAXの場合は締切到着分まで。郵送の場

　　　合は締切消印分まで有効。�

６．開催時期�

　　平成18年２月まで４回程度開催する予定です。�

７．そ の 他�

　　①会合は自由な意見交換の場とします。�
　　②ボランティア（無報酬）となりますので、あらかじ
　　　めご了承下さい。�

８．問合せ先�

　　企画調整課�

　　七戸町字森ノ上131－4　　☎ 68－2940�
　左記応募用紙をご利用下さい。�

50円切手
を貼って
投函して
下さい�

0 3 9 7 22 9

上北郡七戸町字森ノ上131－4�

七戸町役場　企画調整課　行�
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期
　
　
日
　
１０
月
１５
日
㈯
、
１０

　
月
１６
日
①
　
日
帰
り�

費
　
　
用
　
３
千
１０
円
（
テ
キ

ス
ト
　W

o
rd
2
0
0
0

セ
ミ
ナ
ー�

　
テ
キ
ス
ト
初
級
編
、
昼
食
代
）�

※
テ
キ
ス
ト
お
持
ち
の
方
、
昼
食

　
を
不
要
の
方
は
そ
の
旨
申
込
み

　
下
さ
い
。�

締

切

り
　
１０
月
６
日
㈭�

持

ち

物
　
筆
記
用
具�

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
参
可�

申
込
み
先�

　
〒
０
３
９
｜
２
４
０
２�

　
東
北
町
大
浦
字
道
の
下
１０４ 

｜
６�

　
公
立
上
北
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

　
ー
（
公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

　
内
）�

☎ 

◯５６ 

２
３
９
３�

ＦＡＸ 

◯５６ 

５
０
４
２�

���

町

営

住

宅

入

居

者

�
�

　
町
で
は
、
町
営
住
宅
か
ら
の
退

去
者
に
伴
い
、
次
に
よ
り
入
居
者

を
募
集
い
た
し
ま
す
。�

入
居
募
集
住
宅�

①
倉
越
団
地�

　
所

在

地
　
七
戸
町
字
倉
越
４

　
｜
１�

　
募
集
戸
数
　
１
戸（
２
階
部
分
）�

　
構
　
　
造
　
木
造
２
階
建
　
３

　
Ｄ
Ｋ（
６
畳
２
間
・
８
畳
１
間
）�

　
床

面

積
　
７５．２
㎡
（
１８．１
坪
）�

　
家
賃
（
月
額
）
２
万
５
千
２００
円

　
〜
４
万
１
千
８００
円�

　
建
築
年
度
　
平
成
１３
年
度�

②
第
２
野
続
団
地�

　
所

在

地
　
七
戸
町
字
野
続
２２

　
｜
４�

　
募
集
戸
数
　
２
戸�

　
構
　
　
造
　
平
屋
建
（
長
屋
）

　
３
Ｄ
Ｋ
（
６
畳
２
間
・
４．５
畳
１

　
間
）�

　
床

面

積
　
３８．３
㎡
（
１１．６
坪
）�

　
家
賃
（
月
額
）
１
万
５００
円
〜
１

　
万
８
千
１００
円�

　
建
築
年
度
　
昭
和
５４
年
度
及
び

　
５７
年
度�

③
み
ど
り
団
地�

　
所

在

地
　
七
戸
町
字
森
ノ
上

　
８０ 

｜
１（
天
間
西
小
学
校
付
近
）�

　
募
集
戸
数
　
１
戸�

　
構
　
　
造
　
木
造
平
屋
建
　
３

　
Ｄ
Ｋ
（
６
畳
３
間
）�

　
床

面

積
　
５９．６
㎡
（
１８．１
坪
）�

　
家
賃
（
月
額
）
７
千
円�

　
建
築
年
度
　
平
成
１５
年
度�

※
み
ど
り
団
地
は
昭
和
５３
年
度
に

　
建
設
さ
れ
、
平
成
１５
年
度
に
一

　
部
改
修
済
み
で
す
。�

募
集
期
間�

　
９
月
５
日
㈪
〜
９
月
１６
日
㈮�

入
居
予
定
期
日�

　
１０
月
上
旬
予
定�

敷
　
　
金�

　
入
居
家
賃
の
３
ヵ
月
分�

選
考
方
法�

　
選
考
委
員
会
に
て
審
査
の
う
え
、�

多
数
の
場

合
は
公
開

抽
選
に
よ

り
決
定
し

ま
す
。�

入
居
者
資

格�　
次
に
よ

る
条
件
を

満
た
し
て

い
る
者�

⑴
現
に
同

　
居
し
、

　
又
は
同

　
居
し
よ

　
う
と
す

　
る
親
族�

　
が
あ
る
こ
と
。�

　
但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　
す
る
方
は
、
単
身
で
の
入
居
が

　
可
能
で
す
。�

　
①
５０
歳
以
上
の
方
②
身
体
障
害�

　
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
１
級
か
ら
４
級
の
障
害
者
③
戦

　
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

　
い
る
恩
給
法
別
表
第
１
号
表
の

　
３
の
第
１
款
症
以
上
の
障
害
者

　
の
方
④
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
う

　
ち
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受

　
け
て
い
る
方
⑤
生
活
保
護
受
給

　
者
⑥
海
外
か
ら
の
引
揚
者
で
本

　
邦
に
引
き
揚
げ
た
日
か
ら
起
算

　
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い

　
方�

⑵
規
定
さ
れ
た
収
入
以
下
で
あ
る�

�����������������

　
こ
と�

⑶
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と�

⑷
住
民
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
こ
と�

入
居
申
込
方
法�

　
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
に
必
要

と
さ
れ
る
書
類
を
添
え
て
申
込
を

し
て
下
さ
い
。�

必
要
と
な
る
書
類�

⑴
印
鑑�

⑵
世
帯
全
員
の
住
民
票
及
び
平
成

　
１７
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書�

　
①
役
場
本
庁
税
務
課
又
は
役
場

　
支
所
庶
務
課
に
て
申
請
し
て
下

　
さ
い
。�

　
②
所
得
が
無
く
、
１８
歳
以
上
の

　
方
（
主
婦
・
無
職
等
）
で
も
必�

�����������������

　
要
で
す
。�

問
合
せ
先
及
び
申
込
先�

　
建
設
課
　
☎ 

◯６２ 

６
２
４
４�

　E
-m
ail:k
en
setsu

0
1
@
to
w
n
.�

sh
ich
in
o
h
e.ao
m
o
ri.jp
�

　
役
場
本
庁
総
合
窓
口�

　
　
　
　
　
☎ 

◯６８ 

２
１
１
５�

���

パ

ソ

コ

ン

講

習

�

Ｗ

ｏ

ｒ

ｄ

応

用

編

�
�

主
　
　
催
　
公
立
上
北
視
聴
覚
ラ

　
イ
ブ
ラ
リ
ー�

内
　
　
容
　W

o
rd

で
の
詳
細
な

　
書
式
設
定
、
図
形
の
利
用
、
長

　
文
作
成
機
能
等�
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『七戸町長期総合計画』策定�
まちづくり委員応募用紙�

申込みFAX番号　68－２６３３�

ふ り が な �

氏 名 �

住 所 �

連 絡 先 �

�
応募の動機
を簡単にお
書き下さい�

�
提言、検討
してみたい
ことを簡単
にお書き下
さい�

�
その他（何
でも結構で
す）�

年

齢

�

歳�

七戸町字�

自 宅 電 話（　　　）－�

勤務先電話（　　　）－�



対
　
　
象
　
中
学
生
・
高
校
生
・

　
一
般
成
人
の
方�

定
　
　
員
　
２０
名
（
定
員
と
な
り

　
次
第
締
切
り
と
し
ま
す
）�

会
　
　
場
　
公
立
小
川
原
湖
青
年

　
の
家
　
第
３
研
修
室�

期
　
　
日
　
１０
月
２９
日
㈯
、
１０
月

　
３０
日
㈰
　
日
帰
り�

費
　
　
用
　
３
千
１０
円
（
テ
キ
ス

　
ト
　W

o
rd
2
0
0
0

セ
ミ
ナ
ー
テ

　
キ
ス
ト
応
用
編
、
昼
食
代
）�

※
テ
キ
ス
ト
お
持
ち
の
方
、
昼
食

　
を
不
要
の
方
は
そ
の
旨
申
込
み

　
下
さ
い
。�

締

切

り
　
１０
月
２０
日
㈭�

持

ち

物
　
筆
記
用
具�

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
持
参
可�

申
込
み
先�

　
〒
０
３
９
｜
２
４
０
２�

　
東
北
町
大
浦
字
道
の
下
１０４ 

｜
６�

　
公
立
上
北
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ�

　
ー
（
公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家

　
内
）�

☎ 

◯５６ 

２
３
９
３�

ＦＡＸ 

◯５６ 

５
０
４
２�

���

郷
土
に
関
す
る
文
献
類
情
報�

�

　
郷
土
資
料
の
充
実
を
図
る
た
め
、

郷
土
史
並
び
に
郷
土
出
身
者
に
係

わ
る
文
献
類
を
収
集
し
整
理
い
た

し
ま
す
。�

　
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
協

力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

問
合
せ
・
連
絡
先�

　
文
化
財
保
護
課�☎ 

◯６２ 

９
７
０
４�

　E
-m
ail:b
u
n
k
azai0

1
@
tow
n
.�

sh
ich
in
oh
e.aom

ori.jp�

　
中
央
図
書
館�

☎ 

◯６２ 

２
１
１
９�

　E
-m
a
il:to
sh
o
0
1
@
to
w
n
.�

sh
ich
in
o
h
e.a
o
m
o
ri.jp
�

���
地
場
産
品
コ
ン
テ
ス
ト�

出

展

者

募

集

�
�

開
催
場
所
　
中
央
公
園
町
産
業
文

　
化
健
康
ま
つ
り
会
場�

展
示
期
間
　
１１
月
５
日
㈯
〜�

　
　
　
　
　
　
　
６
日
㈰�

応
募
資
格
　
七
戸
町
民�

応
募
方
法
　
所
定
申
込
書
に
所
要

　
事
項
記
入
の
上
、
商
工
会
窓
口

　
へ
申
込
み
下
さ
い
。�

対
象
品
目�

　
食
品
部
門�

　
　
農
産
加
工
品
・
畜
産
加
工
品

　
　
・
水
産
加
工
品
・
飲
み
物
・

　
　
漬
物
・
菓
子
等�

　
非
食
品
部
門�

　
　
木
工
品
・
陶
磁
器
・
繊
維
製

　
　
品
・
家
具
・
日
用
品
・
民
芸

　
　
品
等
（
但
し
、
未
発
表
の
も

　
　
の
。
安
全
・
安
心
・
健
康
に

　
　
資
す
る
も
の
）�

応
募
締
切
　
１０
月
２５
日
㈫�

出
展
品
受
付
　
１１
月
４
日
㈮�

　
１１
時
ま
で
中
央
公
園
屋
内
ス
ポ�

　
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
へ
持
参�

発
　
　
表
　
１１
月
４
日
㈮�

　
直
接
本
人
へ
通
知
し
ま
す
。�

賞
　
　
品�

　
優
秀
賞
　
３
万
円
　
１
名�

　
敢
闘
賞
　
１
万
円�

　
努
力
賞
　
３
千
円�

　
い
ず
れ
も
商
品
券
進
呈�

問
合
せ
先�

　
七
戸
町
商
工
会�☎ 

◯６２ 

２
５
２
１�

　
天
間
林
村
商
工
会�

☎ 

◯６８ 

２
１
８
９�

���

平

成

１８

年

度

訓

練

生�
�

電
子
機
器
科
、
製
版
科
、
事
務
科�

定
　
　
員
　
１０
名�

募
集
期
間
　
１０
月
２７
日
㈭
〜
１１
月

　
２２
日
㈫�

訓
練
期
間
　
平
成
１８
年
４
月
〜
平

　
成
１９
年
３
月�

対

象

者
　
身
体
障
害
者�

選

考

日
　
１１
月
２９
日
㈫�

選
考
方
法
　
筆
記
試
験
（
国
語
・

　
数
学
）
、
面
接�

作
業
実
務
科�

定
　
　
員
　
１０
名�

募
集
期
間
　
１０
月
２７
日
㈭
〜
１１
月

　
２２
日
㈫�

訓
練
期
間
　
平
成
１８
年
４
月
〜
平

　
成
１９
年
３
月�

対

象

者
　
知
的
障
害
者�

選

考

日
　
１１
月
３０
日
㈬�

選
考
方
法
　
筆
記
試
験
（
国
語
・

　
算
数
）、
適
性
検
査
、
面
接（
保

　
護
者
同
伴
）�

選
考
場
所
　
県
立
障
害
者
職
業
訓

　
練
校�

応
募
資
格
　
高
卒
程
度
の
学
力
を

　
有
し
、
障
害
が
安
定
し
、
１
年

　
間
の
訓
練
に
耐
え
ら
れ
、
訓
練

　
修
了
後
に
就
職
を
希
望
す
る
方

　
（
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い

　
る
こ
と
）�

合
格
発
表
　
１２
月
８
日
㈭
　
１０
時�

応
募
手
続
　
入
校
を
希
望
す
る
方

　
は
、
入
校
願
書
を
公
共
職
業
安

　
定
所
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
入

　
校
願
書
は
公
共
職
業
安
定
所
に

　
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。�

問
合
せ
先
　
県
立
障
害
者
職
業
訓

　
練
校�

　
弘
前
市
緑
ヶ
丘
１
｜
９
｜
１�

☎
０
１
７
２ 

◯３６ 

６
８
８
２�

　U
R
L

　h
ttp
://w

w
w
1
2
.�

o
cn
.n
e.jp
/̃
a
o
-jtsh

/�

���

社
交
ダ
ン
ス
会
員
募
集�

�

活
動
日
時
　
毎
週
水
曜
日�

　
　
　
　
　
１９
時
〜
２１
時�

会
　
　
費
　
月
千
円
（
入
会
時
の

　
み
２
千
円
）�

活
動
内
容
　
基
礎
を
重
視
し
ま
す

　
の
で
初
心
者
に
最
適
で
す
。�

　
（
ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
、
ル
ン
バ
、

　
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
等
）�

場
　
　
所
　
南
公
民
館�

問
合
せ
先�

　
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
　
テ
ク
ノ
（
小

　
倉
）�

☎ 

◯６２ 

２
９
６
８�

※
見
学
は
２
回
ま
で
無
料
。�

���

住

宅

用

太

陽

熱

�

高

度

利

用

シ

ス

テ

ム�

補
助
制
度
応
募
受
付
中�

�

対

象

者
　
集
熱
器
の
総
面
積
７５

　
㎡
ま
で
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

　
を
設
置
さ
れ
る
方�

補
助
金
額
　
集
熱
器
の
総
面
積
に

　
応
じ
た
補
助
金
（
補
助
額
の
目

　
安
　
６
㎡
で
約
１０
万
円
、
７.５
㎡

　
で
約
１２５
万
円
。
金
額
は
ソ
ー
ラ�

　
ー
シ
ス
テ
ム
の
型
式
に
よ
り
差

　
が
生
じ
ま
す
）�

　
な
お
、
住
宅
以
外
の
建
物
に
設

　
置
す
る
場
合
（
但
し
、
公
共
施

　
設
は
除
く
）
も
対
象
と
な
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。�

問
合
せ
先
　
財
団
法
人
新
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
財
団
　
太
陽
熱
利
用
部�

　
〒
１
０
２
｜
８
５
５
５�

　
東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
３�

（15）�



お詫びと訂正�
�

　広報しちのへ６月号13ペー

ジ「戸籍の窓口」の中で誤

りがありましたので、お詫

びして訂正致します。�

�

◎お誕生おめでとうござい

　ます�

　（誤）中村　楽生く　ん�

　（正）中村　楽唯く　ん�

��

戸
籍
の
窓
口
�

�

７
月
１６
日
〜
８
月
１５
日
�

�

◎
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

　
子
ど
も
　
　
　
母
親
　
　
住
所
�

小
原
　
唯
来
ち
ゃ
ん
　

朋
　
恵
さ
ん
　

上
町
野
�

椎
葉
　
瑛
紳
く
　
ん
　

春
　
奈
さ
ん
　

蛇
　
坂
�

吉
田
　
伊
織
く
　
ん
　

省
　
子
さ
ん
　

天
間
１
�

澤
田
菜
都
美
ち
ゃ
ん
　

由
美
子
さ
ん
　

森
ノ
上
�

勝
田
　
和
夏
ち
ゃ
ん
　

麻
理
子
さ
ん
　

海
　
内
�

鳥
谷
部
　
嵩
く
　
ん
　

　
泉
　
さ
ん
　

鳥
谷
部
�

山
田
　
哲
将
く
　
ん
　

沙
　
織
さ
ん
　

七
戸
中
岫
�

中
村
　
夏

ち々
ゃ
ん
　

桂
　
子
さ
ん
　

寺
　
沢
�

������������

�石
田
　
鈴
香
ち
ゃ
ん
　

久
美
子
さ
ん
　

舘
　
野
�

����◎
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

　
田
　
頭
　
明
　
人
さ
ん
　

下

野

崎�

　
茶
田
平
　
　
　
恵
さ
ん
　

三

沢

市�

　
向
中
野
　
拓
　
実
さ
ん
　

向

中

野�

　
小
　
川
　
裕
美
子
さ
ん
　

十
和
田
市�

　
田
　
中
　
　
　
学
さ
ん
　

底
　
　
田�

　
小
　
又
　
め
ぐ
み
さ
ん
　

小
　
　
又�

����

●
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
�

町
屋
　
の
ぶ
さ
ん
　

８３
歳
　
一

本

木�

笹
崎
う
め
の
さ
ん
　

８９
歳
　
太
　
　
田�

橋
本
　
　
稔
さ
ん
　

７５
歳
　
太

田

野�

������������

�

市
川
　
金
蔵
さ
ん
　

７０
歳
　
笊
田
川
久
保�

川
村
福
太
郎
さ
ん
　

８１
歳
　
山
　
　
屋�

西
村
　
禮
子
さ
ん
　

８３
歳
　
太

田

野�

前
田
ヲ
リ
ヱ
さ
ん
　

８８
歳
　
倉
　
　
越�

竹
内
　
な
よ
さ
ん
　

８６
歳
　
荒
　
　
屋�

坂
本
　
七
郎
さ
ん
　

９０
歳
　
舘
　
　
野�

大
池
　
と
よ
さ
ん
　

７４
歳
　
大
　
　
池�

藤
田
義
三
郎
さ
ん
　

７７
歳
　
七
　
　
戸�

山
本
　
う
め
さ
ん
　

９０
歳
　
七
　
　
戸�

工
藤
　
清
吉
さ
ん
　

７１
歳
　
荒

熊

内�

高
松
　
勝
信
さ
ん
　

７２
歳
　
上

野

崎�

天
間
喜
美
雄
さ
ん
　

５３
歳
　
天

間

４�

松
山
　
ス
モ
さ
ん
　

７２
歳
　
白
　
　
石�

小
又
　
節
子
さ
ん
　

４７
歳
　
小
　
　
又�

蛯
名
甚
三
郎
さ
ん
　

７６
歳
　
川
　
　
去�

横
濱
　
政
美
さ
ん
　

８６
歳
　
舘
　
　
野�

瀬
川
　
浩
治
さ
ん
　

７４
歳
　
左
　
　
組�

　 

ゆ
い  

な�

　 

え
い 

し
ん�

　   

い 

お
り�

 

な   

つ   

み�

　  

の
ど 

か�
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�
平成１７年７月３１日現在�

�

　男　　　９，３００人�

（－　　１３）�

　女　　　９，８７２人�

（－　　　１）�

　計　　１９，１７２人�

（－　　１４）�

世帯数　　６，７９３世帯�

（＋　　　１）�

（　 ）内は前月比�

�

★交通事故�

　件　　　　数�

7件 （56件）�

　傷　　　　者�

8人 （74人）�

　死　　　　者�

0人 （　３人）�

�

★町内の火災�

　建　　　　物�

0件 （　４件）�

　林野・その他�

0件 （　２件）�

�

７月３１日現在�

（     ）内は１月からの累計�

町の統計�

科 名 �

医療事務科�

パ ソ コ ン �
ビジネス科�

自動車運転科�

募集�
人員�

7�

4�

5

訓練場所�

十和田市�

三 沢 市 �

三 沢 市 �

内　　容（目標）�

�
医事コンピュータ技能
検定2級�

ワープロ・表計算等�

大型自動車運転免許�

～～～～～～～～～～～～～～～～�
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平成17年度　児童交流事業�
�

　遠野市少年使節団（遠野市教育長・団長・引率者の計８名と児童20名）が８月５日、町長を表敬訪問し、

歓迎式を七戸中央公民館で開催しました。�

　児童交流事業は、南部藩ゆかりの遠野市・八戸市の児童と共に遠野市での宿泊研修や、町での受入れ研修

を通して様々な体験を積み、「ふるさと」の良さを感じながら他校や他市の児童と交流することを目的とし

て行われており、今年で17回目を数え、合併後初の開催となりました。�

　式では、遠野市少年使節団長が訪問の挨拶を行い、続いて遠野市教育長が市長のメッセージを伝達、歓迎

の挨拶を小又助役と、児童を代表して中村摩莉佳さんが行いました。�

　この後児童は鷹山宇一記念美術館を訪れ、

手　治虫の虫眼鏡展を鑑賞した後、銀細工で

世界に一つしかない、オリジナルのキーホル

ダーをつくり、子ども達は大喜びでした。�

　午後は七戸城跡を見学し、南部藩の歴史に

ふれました。�

�

�

鷹山宇一記念美術館特別展のご案内�
�

「第65回国際写真サロン展／第３回女性写真公募展」�
会期／９月10日（土）～９月19日（月・祝）会期中は無休�

�

　写真表現の限りない可能性に挑戦し、プロ・アマ、国内外を問わず応募できる国内では最も権威ある写真

コンテスト「国際写真サロン」から、第65回展の入賞作品全130点と、全日本写真連盟関東本部地域の女性を

対象とした公募展「第３回女性写真公募展」から入賞・入選作品全50点を紹介します。自然、人物、決定的

瞬間や演出写真など、多彩に表現された写真芸術を是非ご鑑賞下さい。皆様のご来館をお待ちしております。�

■入館時間／午前10時～午後５時30分まで（閉館は６時）�

■入 館 料／一般600（480）円、学生400（320）円、小中学生200（160）円【税込】�

　　　　　　※（　　）は20名様以上の団体、JAF会員、県民カレッジ受講者割引料金�

■写真教室（受講料600円）＆モデル撮影会�

　全日本写真連盟青森県本部主催による写真教室（講義）、モデル撮影会を開催します。�

　日　時／９月11日（日）写真教室（講義）＝午前10時～12時�

　　　　　　　　　　　　モデル撮影会＝午後１時30分～３時30分�

　会　場／鷹山宇一記念美術館�

　講　師／全日本写真連盟関東本部委員　中村敏子　先生�

※モデル撮影会の作品による「写真コンテスト」も開催します。詳細は下記までお問い合わせ下さい。�

■問合せ先／鷹山宇一記念美術館　☎ ◯62 ５８５８�
�

「日本の蝶２１０種」の展示のおしらせ�
�

　中央公民館（旧天間林村中央公民館）では、９月24日㈯から９月30日㈮まで、第３研修室において「日
本の蝶210種」を展示します。この展示は、当町の天間林地区出身で十和田市在住の鳥谷部一嘉さんのご協

力によるもので、鳥谷部さんは「七戸町の子どもにも、このような昆虫を見て、自分の周りの動植物や環境

などに興味をもってほしい」と話していました。�

　展示期間中は誰でも見ることができますが、ご覧に来られた方はお手数ですが、事務室へひと声おかけ下

さい。�

問合せ先　七戸中央公民館（旧天間林村中央公民館）　☎ ◯68 ２９２０�



（18）�

������

《
俳
　
句
》�

利
か
ぬ
子
を
泣
か
せ
て
す
ま
ふ
暑
さ
か
な�

小
　
林
　
凡
　
石�

�

伝
説
は
異
説
が
多
し
根
無
草�福

　
田
　
露
　
幸�

�

縦
結
び
よ
り
で
き
ぬ
娘
や
初
浴
衣�

山
　
田
　
慶
　
子�

�

ど
く
だ
み
の
傍
若
無
人
を
見
て
を
り
ぬ�

浜
　
中
　
強
　
三�

��

《
川
　
柳
》
「
鯉
」�

風
を
飲
む
　
鯉
に
孫
の
希
　
架
け
て
や
り�

香
っ
ぺ�

�

池
の
鯉
　
大
き
く
な
っ
て
　
と
び
は
ね
る�

京
　
子�

�

生
け
作
り
　
鯉
の
目
玉
が
　
我
睨
む�

征
　
治�

�

錦
鯉
　
御
洒
落
し
て
待
つ
　
競
り
の
市�陽

　
湖�

第60回市町村対抗　青森県民体育大会�
�

　旧市町村で参加した「第60回市町村対抗青森県民体育大会」が８月７日、20日、21日の３日間、八戸市

を主会場に開催され旧七戸町が町の部総合12位（32町参加）、旧天間林村（19村参加）が村の部総合３位

に入り、各町村代表の選手らが共に健闘しました。�

　中でも剣道競技においては、両町村共に優勝し来年度の「新七戸町」としての大会に期待が高まる一方、

村の部で連覇を成し遂げたゲートボール競技とソフトテニス競技でも来年度の活躍が期待されます。�

　結果は次のとおりです。（３位入賞）�

旧七戸町�
◎町の部総合　１２位（３２町参加）�

　○剣道競技　　　　　　　　　　　　　　　優勝�

　○サッカー競技　　　　　　　　　　　　　２位�

　○女子ソフトボール競技　　　　　　　　　３位�

　○水泳競技�

　　５０歳以上女子平泳　　藤　田　恵美子　１位�

　　５０歳以上女子平泳　　高　村　悦　子　２位�

　　５０歳以上女子背泳　　藤　田　恵美子　２位�

�

旧天間林村�
◎村の部総合　３位（１９村参加）�

　○ゲートボール競技　　　　　　　　　　　優勝�

　○ソフトテニス競技　　　　　　　　　　　優勝�

　○剣道競技　　　　　　　　　　　　　　　優勝�

　○男子バレーボール競技　　　　　　　　　３位�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　○陸上競技�

　　男子B・１５００ｍ　原子　　明　２位�

　　男子A・５０００ｍ　上原子憲樹　３位�

　○水泳競技�

　　（団体）女子水泳２００ｍメドレーリレー�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２位�

　　（団体）女子水泳２００ｍリレー　　　　２位�

　　男子５０ｍ自由形（６０歳以上）�

　　　　　　　　　　　　　手代森　茂　夫　１位�

　　男子５０ｍ自由形（５０歳以上）�

　　　　　　　　　　　　　高　田　千代正　２位�

　　男子５０ｍバタフライ（５０歳以上）�

　　　　　　　　　　　　　蛯　名　博　幸　２位�

　　　　　〃　　　　　　　高　田　千代正　３位�

　　男子５０ｍ背泳ぎ（６０歳以上）�

　　　　　　　　　　　　　手代森　茂　夫　１位�

　　女子５０ｍ自由形（３０歳以上）�

　　　　　　　　　　　　　中　野　真　美　２位�

　　女子５０ｍ自由形（５０歳以上）�

　　　　　　　　　　　　　舩　山　と　よ　２位�

　　　　　　〃　　　　　　諏　訪　道　子　３位�

　　女子５０ｍ平泳ぎ（３０歳以上）�

　　　　　　　　　　　　　中　野　真　美　１位�

　　女子５０ｍ平泳ぎ（５０歳以上）�

　　　　　　　　　　　　　天　間　せつ子　１位�

　　女子５０ｍ背泳ぎ（５０歳以上）�

　　　　　　　　　　　　　諏　訪　道　子　２位�

　　　　　　〃　　　　　　向中野　安　子　３位�

文
芸
欄�

文
芸
欄�
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“夏のおはなし会”が�
開催されました�

�

　夏休み期間にあわせて、七戸中央公民館では7月

30日㈯、夏のおはなし会を開催しました。�

　暑い日差しを避けて、会には幼児から小学校低学

年の児童、親子、20人ほどが集まりました。�

　お話の会『ゆりかご』のメンバーたちによる「ヘ

ンゼルとグレーテル」の紙芝居、「大きなかぶ」「ひ

とりぼっちのおるすばん」などの大型絵本の読み聞

かせを行いました。�

　また、なつかしい手遊びのわらべ歌（♪いちべえ

さんが芋掘って～）が紹介され、子供たちは初めて

耳にするおかしな歌詞にくすくす笑いながら、すっ

かり覚えて「じゃんけんぽん！」と楽しく歌ってい

ました。�

　その他にも、お話連想クイズでは、普段の読書の

成果を発揮して、ほとんどの子供たちの手が、元気

良く挙がっていました。�

　七戸中央公民館のおはなし会では、紙芝居や読み

聞かせの他にも、ゲームや歌などで子供たちと楽し

い時間を過ごしています。�

　おはなし会は、1時間ほどで、小さいお子さまも

大歓迎です。ぜひ親子でいらして楽しい時間を過ご

してみてはいかがでしょうか。�

�

★新着図書の紹介★�

No.�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14

書 名 �

四月になれば彼女は�

震度０�

ＡＭＥＢＩＣ�

ひとりずもう�

東京ＤＯＬＬ�

土の中の子供�

情夫�

姓名の暗号�

この世に人を殺しても�
　いい日はない�

旅のおはなし　Bon  Voyage�

核燃マネー－青森からの報告－�

こぶたのみっぷちゃっぷやっぷ�

まてまてー！�

にじいろのさかなまいごになる�

等　一般書　６７冊　児童書　４４冊�

　　紙芝居　１８冊�

（７／１５～８／１４購入分）�

著 者 名 �

川 上 健 一 �

横 山 秀 夫 �

金　原　ひとみ�

さくら　ももこ�

石 田 衣 良 �

中 村 文 則 �

藤　堂　志津子�

樹 門 幸 宰 �

鈴 木 健 二 �

雅 姫 �

朝 日 新 聞 �
青 森 総 局 �

はたこうしろう（絵）�
筒井　頼子（文）�

宮 西 　 達 也 �
（作・絵）�

マーカス・フィスター（作）�
谷川俊太郎（訳）�
�

【中央図書館】�
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